
一一塩尻市市道和手北線道路新設改良工事

埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書一―

1988

塩尻市教育委員会



わ で

一―塩尻市市道和手北線道路新設改良工事

埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書一―

1988

塩尻市教育委員会



和手遺跡は、塩尻市大字広丘高出地区の最南端にあり、ここから北へ

続 く田川左岸段丘の通称「高出遺跡群」の中の一遺跡 として古 くから知

られてお りました。昭和63年 3月 開通に向けて進められた、中央道長野

線および国道20号塩尻バイパス等の建設をはじめとして、塩尻市では、

道路交通網の整備が急速に進行しています。こうした中でこの度、国道

20号塩尻バイパス建設に関連した市道整備の一環 として市道和手北線の

建設が行なわれることとなりました。これに伴い和手遺跡の一部が破壊

されることになったため、工事施行に先立ち、埋蔵文化財保護の立場か

ら塩尻市教育委員会に緊急発掘調査が委託され、市教育委員会では、中

島章二先生を団長 とする遺跡発掘調査団に調査を再委託することとしま

した。

発掘調査は、昭和62年 4月 中旬から下旬にかけて行なわれました。調

査の結果、弥生時代から平安時代にかけての住居址、墓址 と、これに伴

なう多量の遺物等、予想以上の成果を得ることができ、遺跡の性格は勿

論、塩尻市のこの時期における様想を捉えて行 く上での貴重な資料を数

多 く提供することになりました。

終わ りにあた り、本調査にご理解、ご協力を下さいました地元関係者、

地主の方々、献身的に作業にご協力いただいた発掘調査参加者の方々な

ど関係各位に深甚の謝意を表するものであります。

昭和63年 2月

塩尻市教育委員会

教育長 小 松 優 一



例

1、 本書は、塩尻市大字広丘高出地籍における、市道和手北線建設事業

に伴 う和手遺跡の発掘調査報告書である。

2、 発掘調査は、和手遺跡発掘調査団 (団長 中島章二氏)に委託 し、

現場での調査は昭和62年 4月 13日 から同24日 まで行なった。

3、 遺物および記録類の整理作業から報告書作成は、昭和62年 10月 から

昭和63年 3月 にかけて行なった。分担は次のとお りである。

遺構…整理、 トレース :鳥羽。               ‐

遺物…実測、拓本、 トレース :腰原、鳥羽。

図版組み…伊東、鳥羽、腰原。

写真…伊東、鳥羽。

4、 本書の執筆は各調査員、調査補助員が分担して行なった。分担は次

のとお りである。

第 I章……………………………・
:・
………………………伊東 直登

第Ⅱ章第 1節……………………10・ ………………………鳥羽 嘉彦

第 2節………………………………………………伊東 直登

第Ⅲ章………………………………………………・:・ ……伊東 直登

第Ⅳ章 遺構………………………………………………鳥羽 嘉彦

遺物…………………… P・
●………………………腰原 典明

第V章………………・̀
・
……………………………………小林 康男

5、 本書の編集は鳥羽・伊東が行なった。

6、 本市道は国道20号塩尻バイパスヘの取 り付け道路にあた り、先に市

道分の発掘調査が行なわれ、引き続きバイパス本線部の調査が実施さ

れた(発掘調査報告書は昭和63年 3月 同時刊行)。 このためバイパス用

地内から検出された住居址および方形周溝墓は、本調査の遺構 と続き

番号にしてある。また本書の平安時代土器に用いた時期区分はバイパ

ス報告書に従っており、和手Ⅲ期は 8世紀末～ 9世紀、和手Ⅳ期は10

世糸己ンこ比定される。

7、 本調査の出土品、諸記録は平出遺跡考古博物館に保管している。
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第 I章 調査状況

第 1節 発掘調査に至る経過

昭和63年 3月 に塩尻市内を中央道長野線が開通するに伴い、市内道路網に係わる諸事業が、一

般国道20号 (塩尻バイパス)改築工事をはじめとして、県道、市道に至るまで行なわれた。国道

19号線と20号線の分岐点である広丘高出地区では、中央道長野線の塩尻インターチェンジと国道

の分岐点を結ぶ塩尻バイパスが開通することとなり、これに関連する市道整備が進められた。こ

うした中で、塩尻バイパスヘの取 り付け道路として、「市道和手北線道路新設改良工事」が具体化

した。道路予定箇所は、「高出遺跡群」の一つである和手遺跡内に設定されていたため、事業主体

である塩尻市と協議を重ね、工事施行前に緊急発掘調査を実施して記録保存をはかることとした。

昭和62年 4月 3日 付、「道路新設改良工事に伴 う埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託について」によ

り塩尻市教育委員会は、和手遺跡発掘調査の委託を受けた。これにもとづき、 4月 7日 付で塩尻

市と委託契約を交わし、市教委はさらに、 4月 9日 、塩尻市文化財調査委員長中島章二氏を団長

とする和手遺跡発掘調査団に再委託をした。現場における発掘調査は、 4月 13日 から4月 24日 に

かけて行なわれた。

発掘調査計画書 (一部のみ記載)

1 発掘調査地 塩尻市大字広丘高出

2 遺 跡 名 和手遺跡

3 遺跡の状況 地 目 (畑 )

4 発掘調査の目的及び概要 開発事業市道和手北線新設改良工事に先立ち300m2以 上を発掘

調査して記録保存をはかる。

遺跡における発掘作業は昭和62年 4月 30日 までに終了する。

調査報告書は昭和63年 3月 25日 までに刊行するものとする。

5 調査の作業日数  発掘作業10日  整理作業10日  合計20日

6 調査に要する費用 1,900,000円

7 調査報告書作製部数  300部
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第 2節 調査体制

団   長  中島 章二 (塩尻市文化財調査委員長)

担 当 者  鳥羽 嘉彦 (長野県考古学会員、市教委)

調 査 員  小林 康男 (日 本考古学協会員、 ″ )

伊東 直登 (長野県考古学会員、 ″ )

調査補助員  腰原 典明 (信州大学学生)

参 加 者  青木雅俊、赤須陽子、赤津道子、池田貴江子、伊藤みつる、大田 和、小沢甲子

郎、北沢喜子雄、小松重久、小松淳子、 Jヽ松鈴子、小松三枝子、小松美津子、小

松幸美、小松義丸、小松静子、小松礼子、清水年男、自木正富、高橋タケ子、高

橋鳥億、高橋阿や子、手塚きくへ、寺沢俊子、中野やすみ、藤松謙一、古厩馨子、

保高愛子、松下おもと、山口仲司、山下 広、吉江みよりt熊谷玄四郎、中村芳

晴、樋口 彰、柳沢 一、

事 務 局  塩尻市教育委員会教育長      小松 優一

市教委総合文化センター所長    清水 良次

″ 文化教養担当課長      横山 哲宜

″ 文化教養担当副主幹     三澤  深

″ 平出遺跡考古博物館学芸員  小林 康男

″ 文化教養担当主事      鳥羽 嘉彦

″ 文化教養担当主事      伊東 直登

昭和62年 4月 13日 (月 )晴 バックフォーにより表土除去開始。土師、須恵器片等出±。

4月 14日 (水)快晴 本日から作業員参加による発掘調査開始。朝、結団式を行なう6中島調

査団長、横山文化教養担当課長の挨拶後、助簾により遺構検出作業開始。

4月 16日 (木)快晴 検出作業続行。住居址と思われる黒褐色土の落ち込み 9ケ所 と、方形周

濤墓の周溝と思われる落ち込み 2ケ 所を確認、掘 り下げを開始する。グリッド設定。

4月 17日 (金)晴  1号住居址、東側道路巾杭までの拡張により全プラン検出。粘土カマ ド検

出。 2号住居llL、 セクション図化、平面図測図。 3号住居址、道路幅杭までの拡張により北壁検

出。 4号住居址、鉄製紡錘車出±。

4月 18日 (土)晴  1号住居址、カマ ド右脇ピット内で焼土の堆積確認。 4本主柱穴検出。 4

第 3節 調査 日誌
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号住居址、弥生磨製石鏃出±。 6、 7号住居址、共に東壁でカマ ド検出。 1号方形周溝墓、西壁

際で主体部の一部を検出。地主の好意により、道路用地外までの拡張を開始する。

4月 19日 (日 ) 定休日

4月 20日 (月 )晴  1号住居址、写真撮影。 3号住居址、床面検出。 4、 5号住居址、床面精

査。 6、 7号住居址、遺物取 り上げ。 1、 2号方形周溝墓、検出作業。

4月 21日 (火 )晴  1号住居址、平面図測図。 3号住居址、床面精査により、周溝、壁外柱穴

確認。 5号住居址、床面精査。西壁外のビット内から弥生時代の赤色高杯脚部出±。

4月 22日 (水)晴  3～ 7号住居址、遺物取 り上げ、平面図測図、写真撮影を終了する。 8～ 11

号住居址、床面精査、 4軒の重複関係が判然としない。

4月 23日 (木)晴  8～ 11号住居址、遺物取 り上げ、平面図測図、写真撮影。 1号方形周溝墓、

主体部半裁掘 り下げ。覆土の土ふるいを併行する。

先土器時代調査のため トレンチを設定し、掘 り下げを始める。

4月 24日 (金)晴  1、 2号方形周溝墓、掘 り下げ終了。平面図測図、写真撮影。 1号方形周

溝墓の主体部覆土の土ふるい終了、遺物なし。 トレンチ掘 り下げ、遺物の出土なし。調査区全面

清掃後、全体写真、全体図作成。本国にて、現場における全調査日程を終了する。

整理作業は、10～ 3月 、平出遺跡考古博物館において実施された。出土品、記録類の整理、報

告書の図版作成、原稿執筆作業。

第 4節 遺跡の状況 と面積

遺跡名 場  所 現況 種類 全体面積 事業対象
面  積

最低調査
予定面積

調査面積 発掘経費

和 手 塩尻市大字広丘高出 畑地 包蔵地 36,000m2 600m2 300m2 470m2 1,900,000円

第 1表 発掘調査経過表

遺跡名 月 5～ 9 主な遺構 主な遺物

和 手

遺物整理

図面作成

原稿執筆

弥生時代住居址

平安時代住居址

方形周溝墓

弥生時代土器

土師器

須恵器

灰釉陶器

鉄製紡錘車

(事務局)
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■第 遺跡周辺の環境

第 1節 自然環境

和手遺跡は塩尻市大字広丘高出地籍にあり、国道19号線と20号線の分岐点である高出交差点の

東側に広 く展開している6

この付近は塩尻市の中心である大門市街地を乗せる桔梗ケ原台地 (高位段丘面)の東側段丘縁

にあたり、塩尻峠に源を発する田川を臨んでいる。段丘は洪積世末期の隆起運動の際、西側の奈

良井川側が東側の田川側に比して差別的に隆起している。このため奈良井川側には 3段から4段

の明瞭な河岸段丘が発達しているのに対し、田川側にはほとんど発達せず、未発達な段丘面を僅

かに残しているにすぎない。

段丘上にはここから広丘野村の丘中学校付近にかけて南北2。 5km、 東西300mの 広範囲にわ

たって高出遺跡群が分布しており、先土器時代から縄文、弥生、古墳、奈良、平安の各時代に及

んでいる。今回の調査対象となった和手遺跡も上記の各時代を全て包括する複合遺跡であり、高

出遺跡群の中でも最大級に属する遺跡である。

遺跡のある上位面は水田地帯となっている下位面と対照的に水利に著しく乏しいのが特徴で、

強いて掲げれば平出の泉から流れ出てここで田川へ注ぐ渋川の小河川が唯一の水資源 となる。

従って上位面は「桔梗ケ原葡萄」に代表されるように畑地利用にとどまっているのが現状である。

古代においてはなおさら生活用水の確保として、段崖直下を流れる田川への依存度が強かったと

推測され、水田耕作地も集落を離れ、より田川に近い段丘面で行なわれていた可能性が強い。0

発掘調査区は現在、畑に利用されており、標高は700m前後である。

第 2節 周辺遺跡

塩尻市大字広丘高出地籍から大字広丘野村地籍にかけて、松本市へ向かって北流する「田川」

の左岸段丘上には市内でも有数の遺跡密集地帯が展開し、「高出遺跡群」と呼称されている。今回

調査された和手遺跡は、この最南端に位置している。田川の流れを不可欠の条件として存立して

きたこれら遺跡群を中心に、以下概観してみたい。

先土器時代 市内では最もまとまった資料が得られている。他では田川上流の塩尻峠山腹を中

心とした地域を掲げることができる。高出遺跡群最北端の丘中学校では、ナイフ形石器、尖頭器、

掻器、石刃、敲石t彫器、礫器が出土し、黒崖で尖頭器、北ノ原でナイフ形石器、尖頭器、有舌

尖頭器、掻器、石刃、一夜窪で尖頭器、有舌尖頭器、今回の和手で尖頭器がそれぞれ出土してい

る。狭範な調査内での出土であり、高出遺跡群の特性を示す時期として、今後の調査研究が最も
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期待される部分かと思われる。

縄文時代 高出遺跡群から東に臨まれる筑摩山地東山山麓には、田川に向かって流下する群小

河川により形成された幾筋もの舌状台地が発達している。これら台地上には、147軒の中期環状集

落が確認された狙原をはじめとする多 くの遺跡が展開し、県内でも有数の該期遺跡密集地帯 と

なっている。これに比して、平野部 となる田川流域における遺跡数は極めて僅少となり、高出遺

跡群中では、黒崖で早期山形押型文土器、一夜窪で早期、前期、中期の土器がそれぞれ僅かに得

られているにすぎない。該期生活圏が山麓部を中心に展開したことが如実に示している。

|:25,000     澤 諄
…

け 市 計 4に _____響 堕
一 ― ― ―

型 Ψ

和 手 2.上木戸 3.山 ノ神 4.中 挟 5。 向陽台

北 原 7。 堂の前 8。 福 沢 9。 中 島 10.柴  宮

第 1図 和手遺跡位置図
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弥生時代 近年、該期初頭の資料が市内でも多 く蓄積されてきたが、いまだ痕跡的であり、む

しろ後期に入って田川流域を中心とした遺跡数の激増が確認されている。高出遺跡群だけでも、

丘中学校では110点のガラス玉と鉄釧を埋蔵した方形周溝墓 1基が発見され、北ノ原で住居址 4軒

と土器、石鏃、石包丁、磨製石斧、和手で 3軒の住居址と方形周溝墓 3基、土器、磨製石鏃、石

包丁が得られているほか、黒崖、一夜窪、北海渡、上村、裏の原、社宮寺で土器、石器類が出土

している。このほか、和手の南約 l kmの 柴宮で銅鐸が出土し、和手の田川対岸に位置する中挟

で住居址 3軒 と方形周溝墓 4基、やや上流の田川端、砂田でも住居址の確認があり、田川流域に

根をおろした該期文化解明のための貴重な資料を提供している。

古墳・奈良時代 この時期になると、市内全体をみても確認された遺跡数はわずかなものとなっ

ている。高出遺跡群中では、和手で 8世紀を中心とした21軒の住居址が調査されているほかは遺

物の採集もほとんどなされていない。田川右岸では、中挟で古墳時代の住居址 6軒が確認されて

いる。

平安時代 市内全域の平野部から山麓部にかけての広範囲に集落が展開する時期に入る。丘中

学校では26軒、上村で 3軒、和手で10軒の住居址が調査され、遺物はこのほかに、黒崖、一夜窪、

北海渡、古屋敷、分教場西、裏の原、社宮寺、五郎治郎で確認されている。和手対岸の中挟では

38軒の住居址が調査され、田川のやや下流にあたる吉田川西で271軒、吉田向井で94軒 の住居址が

それぞれ調査されている。田川流域を中心に伸張した該期里棲み大集落の様相が徐々に明らかに

なりつつあるといえよう。
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第Ⅲ章 遺跡の概要

第 1節 遺跡の概要

今回発掘調査の対象となった和手遺跡は、塩尻市大字広丘高出地区の最東南端部に位置する。

市の東南部、諏訪地方との境をなす塩尻峠から流下する「田川」が、松本市へ向かって北進を始

める地点にあた り、遺跡は、この田川の左岸段丘上に立地している。田川が北流するこの地域で

は、左岸において約 3 kmにわたる河岸段丘の形成がみられ、和手遺跡附近を起点に、末端の丘

中学校附近で比高差約 5mを計っている。田川と、この西方約 3 kmを北流する「奈良井川」と

の間は、「桔梗ケ原」と呼ばれる平野部で、和手遺跡の立地する田川左岸段丘はこの東縁部にあたっ

ている。田川左岸段丘上は、広丘高出地区から広丘野村地区におよぶ広範な地域で、通称「高出

遺跡群」 と呼ばれる先土器時代から平安時代にかけての遺跡密集地帯となっている。

今回の報告による調査は、市道新設改良工事に伴い実施されたが、時期を同じくして、国道20

第 2図 調査地区図

-7-
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号 (塩尻バイパス)改築工事に伴 う発掘調査も行なわれ、両者で遺跡の性格を解明するための資

料を多く得ることができた。市道部分では、弥生時代の住居址 3軒 と方形周濤墓 2基、平安時代

の住居址 8軒が確認された。市道幅での調査のため、全様を明らかにした遺構は僅少であったが、

この地域が、広範な遺跡の中で弥生時代と平安時代の 2時期に集落域となっていたことが判明し

た。バイパス関連の調査では、古墳時代末から奈良時代をへて平安時代に至る住居址24軒 と建物

址 3軒、方形周溝墓 1基、溝址 2、 小竪穴11基などが検出された。遺跡全体としては、弥生時代

から平安時代の長期にわたり、ほとんど間断なく集落の営みが存続していたと言えよう。また、

遺構外遺物として先土器時代の尖頭器 1点 と、縄文時代早期の楕円押型文土器 2片が得られ、該

期の遺跡の 1つ としても捉えることができた。

第 2節 発掘区の設定

和手遺跡は、国道19号線と20号線が南、西、北方向に分岐する高出交差点の東側畑地帯に在 り、

遺跡の東側を「田川」が流れている。道路用地は、国道と田川のほぼ中間、両者から約150mの所

を南北クランク状に設定された。標高700mの 平地で、西側には「桔梗ケ原」の平地が続き、国道

との比高差約 lm、 東側は、田川に向かって緩やかな傾斜となり、田川との比高差約 6～ 7mを

計っている。

発掘調査に先立つ試掘調査によれば、調査区北側では深さ20～ 30 cmで褐色のロームが確認さ

れ、中央部から南側にかけては順次 ローム上の堆積が深 くなり、中央部で30～ 35 cm、 南側で

35～ 50 cmを 計った。ローム上は大きく2層 に分かれ、上層が茶褐色の耕作土で、下層が暗褐色の

遺物包有層となっている。 3層 とも、礫はほとんど含まない。

調査は、バックフォーによる表土除去を行なった後、グリッド設定をした。グリッドは、調査

区に沿って4m間隔の杭を打ち、北から南へ向かって 1～ 33グ リッドとした。

発掘調査総面積は、470m2でぁる。
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第Ⅳ章 遺構・遺物

第 1節 住居址

第 1号住居祉

遺構 本社は調査区東側の26、 27グ リッドに検出され、ここはちょうど道路用地が屈折する箇

所にあたる。検出された住居址群の中では最も南側に位置し、2基の方形周濤墓の北隣 りにある。

重機による表土除去の際、ローム面に明瞭な暗褐色土の小形方形プランが確認され、第 1号住居

址とした。

プランは主軸方向が N‐ 75°‐Eを指す隅丸方形を呈し、規模は東西300 cm、 南北273 cmを 測る。

壁はほぼ垂直に掘り込まれており、凹凸の少ない良好な面を残す。壁高は各辺とも均二であり、

20 cm前後を測るょ

底面は概してよく踏み固められており堅級であるが、壁際に限りやや軟弱となり、カマド周辺

2m

第 4図  第 1号住居址
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嚢 ~Ψ2 3

10cm

第 5図 第 1号住居址出土土器

土器観察表

番号 種 別 器 種
寸 法 (cm) 色  調

成 形 0調 整 の 特 徴 備 考
口径 底 径 器高 外面 内面

土 師 ナ不 6。 8 明褐 明褐 ロクロナデ 回転糸切 り 内面ミガキ
5。 8 黒褐 黒 ク     ク   内面黒色処理
6.6 暗褐

甕 茶褐 暗褐 口縁部横ナデ 胴部外面ハケメ ロ縁部内面カキメ

須 恵 ナ不 13.2 4.0 暗褐 明褐 ロクロナデ 回転糸切 り 黒斑あり 完成品
12.4 5.0 4.6 灰 白 灰 白

茶灰 茶灰

が最も著しい。西壁から中央域がやや高く、カマ ド方向に若干の傾斜を有しているが、全体的に

は平坦域となっている。底面上のビットは 5基あり、そのうち Pl～ P4が 4本柱の主柱穴にあたる。

深さは12～ 14 cmと やや浅い。南東隅のカマ ド脇には深さ17 cmの橘鉢状を呈するピットがあり、

中には厚さ10 cmを測る焼土の堆積がみられた。貯蔵穴の可能性が強い。

カマ ドは東壁中央に構築されており、間口22 cm、 奥行き60 cmを測る粘土カマ ドである。極め

て遺存状態が良好で、袖部、煙道部ともに完全な形で検出された。カマ ドに伴 う焼土、灰等はほ

とんどなられなかった。

本住居址は小形ながら形態、壁、カマ ド、柱穴などが極めて整っており、20号バイパス関連で

発掘された住居址も含め、和手遺跡から検出された住居址の中では最も遺存状態がよかった。

土器 本址より土師器の不、甕、須恵器の不が検出された。土師器の杯の内面はミガキが施さ

れており(2)、 (3)、 は黒色処理されている。甕に)は胴部外面は弱いハケメ、口縁部内面はカキメ、

胴部内面はヘラナデによって整形されている。須恵器の不は 3点検出され、(5)、 (6)は完形で出土

した。いずれも黒斑が認められる。

本址の所属時期は、出土遺物の様相より和手皿期に相当する。
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第 2号住居址

遺構 本址は調査区北側の 9、 10グ リッドに位置し、南隣 りには第 3号住居址が存在する。付

近は遺構検出面が撹乱により荒れており、加えて住居址の大部分が調査区外にあったため、プラ

ンの確認が遅れ、当初は小竪穴かと思われたが、床面を追らて柔かい覆土を取 り除いていったと

ころ壁を確認することができた。

プランは半分以上が調査区外のため明確ではないが、検出された壁から推察して隅丸方形の平

面形態を呈すると思われる。N‐ Sも しくは E…W方向に長軸をもち、規模は南北303cmと やや小形

である。

壁はほぼ垂直に掘 り込まれているが浅 く、東壁14 cm、 南壁20 cm、 北壁1l cmを測るにすぎな

い。よく締っており堅級であるが、撹乱が著しいため明瞭さに欠ける。

床面はよく踏み固められており、水平平坦な面を残している。床面上にビット0周溝などの施

設はみられなかったしまた炉、焼土等も確認することはできなかった。

土器 本址の出土遺物は大変少なく壷の底部が 1点検出されたのみである。底径 7。 8cmを 計

ml

I:暗褐色土

Ⅱ :暗褐色土 (ロ ーム粒を多く含む)

2m

第 6図 第 2号住居址

0            10 cm

第 2号住居址出土土器
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る。外面はヘラミガキ、内面はナデによって調整されている。また、底部には木葉圧痕が認めら

れる。焼成は良好で胎土には長石、石英、雲母を含む。   _

第 3号住居址

遺構 本址は調査区中央の12、 13グ リッドに位置し、北側には第 2号住居址が、南側には第 4

号住居址が存在する。調査区東壁沿いに検出され、東半部は調査区外にかかったため、西半部の

みの確認にとどまった。

住居址の全容が検出できなかったためプランは容易には把握できないが、残存壁の在 り方より

推して隅丸方形の平面形態を呈すると推察され、主軸方向は N‐ 15°‐Wを指す。規模は南北で453

Ｐ

σ

∩
|

PQ

Ｒ
９

◎
◎
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OP
OI

2m

第 3号住居址
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cmを測る。

壁はほぼ垂直に掘 り込まれてお り、壁高は西壁21 cm、 南壁 29cm、 北壁40 cmと 北壁が最 も高

いが、これは住居址床面の北傾斜によるものである。

底面はよく踏み固められてお り、堅級である 平坦ではあるが、北向きの傾斜が著 しく、北壁

下 と南壁下では比高差12 cmの差が出ている。 ピットは底面上に 1基 (Pl)が 認められ るが、位置

的に柱穴 とは考え難 く、本址の柱穴はむしろ屋外に認められる多数のビットの中に存在すると思

われる。周溝は幅12～ 15 cm、 深さ 8 cmと かな り深いものであるが、南壁下で途切れている。

本址では炉、焼土などの痕址は認められず、調査区外に存在する可能性が強い。

土器 本址の出土遺物 として甕があげられるが全形を うかがえるものは検出されなかった。 1

～ 3は底部で、いずれもナデ調整されている。 4～ 11は縁部から胴部にかけての拓影である。波

状文、斜行短線文、簾状文の施文が認められる。

第 4号住居址

遺構 調査区中央の13、 14グ リッドに位置し、ちょうど道路用地が屈折する箇所に発見された。

付近はローム面が荒らされ、かなり起伏に富んでいたため、検出の段階でなかなかプランを把握

することができなかった。住居址の南西部は調査区外へかかっていたため、全容を確認すること

はできなかった。本址の北隣りには第 3号住居址が存在する。

＼
、  ト イ 1ヒ 上 /2 0            10cm
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第 3号住居址出土土器

土器観察表

番 号 器 種 部  位 文 様 構 成 要 素 胎 土 内面調整 備 考

1 甕 底 石英 長石 ナ デ

口縁 波状文 長石

斜行短線文 簾状文 石英 外面に炭化物付着
頸 波状文

ク    簾状文 長石

ク    斜行短線文 石英 長石
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プランは隅丸方形の平面形態を呈し、N‐Sの 主軸方向を指す。規模は南北413 cm、 東西355 cm

を測る。

壁はほぼ垂直に振 り込まれており、調査区内では最も深い。壁高は東壁34 cm、 西壁41 cm、 南

壁44 cm、 北壁43 cmを 測る。

床面はよく踏み固められた堅級な面を残しており、水平平坦である。床面上にピットはみられ

ず、柱穴を確認するこヽとはできなかった。周溝は検出された床面に限れば全周しており、幅10～ 24

cm、 深さ5 cmと かなりしっかりしたものである。

カマ ドは東壁南寄 りに壁をやや掘 り込んで構築している。カマ ド下の床面上には数個の礫が散

在しており、石組粘土ヵマ ドの崩壊を表わしている。間口60 cm、 奥行き88 cmと かなり大型のも

のであるが、焼土は確認されなかった。

第10図 第 4号住居址
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第11図  第 4号住居址出土土器
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土器観察表

番 号 種 別 器種
寸 法 色   調

成 形 ・ 調 整 の 特 徴 備 考口径 底 径 器 高 外面 1内 面
土 師 14。 0 茶 褐 里

〔
ロクロナデ 回転糸切 り 内面黒色処理

12.7 黒褐

里
〔 完形品

17.8 5。 2

黒 褐

小型甕 茶褐 暗褐 月同音5外面カキメ
ク     ク    ロ縁部内面カキメ

茶褐 摩耗大変激 しし
甕 外面ハケメ ロ縁部内面カキメ

暗褐 暗褐 ク     ク      内面指圧痕
赤褐 赤褐 外面ヘラケズリ 武蔵甕

須恵 灰 白 灰 白 ロクロナデ 回転糸切 り 完形品
3.4

13.4

7.0

暗灰 暗灰

甕 29.0 灰 白 口縁音5ロ クロ痕 タト面に自然釉

土器 本址の出土遺物は大変多 く、土師器の杯、小型甕、甕、須恵器の杯、甕が検出され、図

示できるものだけで18点 を数える。土師器の杯は小型なもの (1、 2)と大型なもの (3、 4、

5)の 2形態が存在する。内面はいずれも黒色処理されている。小型甕は 3点検出された。(6)、

(7)は胴部外面に回転を用いたカキメをもち1(8)も 摩耗が大変激しく確認できないが、同様の形態

を示す。甕(9)は 口縁部を欠くが器高は約30 cmを 計る。胴部外面はハケメ調整されてお り、日縁部

内面には回転を用いたカキメが認められる。ODは武蔵甕である。胴部外面の整形はヘラケズリに

よる。須恵器の甕00は 口縁部のみ図示できたが胴部の破片も出土している。口縁部にはロクロ痕、

胴部外面にはタタキメが確認できる。

本址の所属時期は、出土遺物の様相より和手皿期に相当する。

第 5号住居址

遺構 調査区中央の15、 16グ リッドに位置し、北半部が調査区外にかかったため、南半部のみ

の検出となった。当初の トレンチでは南側のコーナーが僅かに検出されるにとどまり、住居址が

深いところから掘 り下げも容易ではなかった。そこで北壁を道路幅クイぎりぎりまで後退させ、

やや拡張を行なった。

確認された箇所が住居址の 1コ ーナーであったため、プランの全容は把めないが、残存壁の在

り方より推して隅丸方形の平面形態を有するものと思われる。

壁はほぼ垂直に掘 り込まれ、よく締っており堅級である。壁高は西壁38 cm、 南壁44 cmを 測る。

床面はよく踏み固められており、多少凹凸が存在するが、全体的には水平である。周溝は検出

された中では連続しており、幅10～ 20 cm、 深さ6 cmを測る。ピットは床面上に 1基検出され、

位置や深さから主柱穴の可能性が強いが、屋外に検出されたピットも壁外柱穴とみてよいだろう。

カマ ド、焼土等は確認されなかった。

土器 本址の出土遺物は大変少なく土師器の小型甕が 1点図示できたのみである。口径は12。 8
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cmを計る。口縁部は横ナデされており、胴部外面にはススの付着がみられる。

第 6号住居址

遺構 本址は調査区中央の18、 19グ リッドに位置し、ちょうど北側と南側を トレンチ幅によっ

て欠けた状態で検出された。本址の南東側には第 7号住居址が重複しており、後者が本址を漸っ

ている。また北西側には第 5号住居址が隣接している。本址と7号住との漸 り合いで最後まではっ

きりせず、住居址の認定が遅れたが、両カマ ドの存在が明らかになった時点で住居址 とした。

プランは南東壁が 7号住との重複になっているため全容を明らかにすることはできないが、隅

丸方形の平面形態をもち、長軸方向で400cmの 規模を測る。なお長軸方向は 7号住 と同じで N…

45° ‐Eである。

壁はほぼ垂直に掘 り込まれており、よく締っている。壁高は西壁36 cm、 南壁45 cm、 北壁35 cm

と比較的深い。南壁がとりわけ深いのは床面が傾斜しているというよりむしろ検出面の高さに違

いがあることに起因し、最高で10 cmの比高差を有する。

床面はよく踏み固められており全体的に水平をなす。ピットは床面上に数基認められるが、い

ずれも主柱穴とは断定できないものであった。周溝は西壁沿いに認められ、おそらく全周するも

第12図  第 5号住居址

Ｏ

聾

第13図  第 5号住居址出土土器
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のと思われる。幅10～ 18 cm、 深さ3～ 4 cmと やや小型のものである。

カマ ドは住居址北東壁のほぼ中央に構築されており、すでに崩壊が著しいが石組み粘土カマ ド

である。間口50 cm、 奥行60 cmで 焚日はやや窪んでおり、焼土の堆積が若干あった。

土器 本址より土師器の杯、須恵器の蓋、不、壺が検出された。土師器の杯は、内面はいずれ

もミガキが施されており、

“

)以外は黒色処理されている。須恵器の蓋は 2点検出され、ロクロ成

形後、天丼部は回転ヘラケズリされている。壷(8)は頸部であるが胴部の破片も出土している。ロ

クロ痕が認められ、外面には暗緑色の自然釉がみられる。

本址の所属時期は、出土遺物の様相より和手Ⅲ期に相当する。

お◎
〇◎

2m

第14図  第 6.、 7号住居址
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第 7号住居址

遺構 本址は調査区中央の18、 19グ リッドに位置し、前項の第 6号住居址の一部を掘 り込んで

重複している。両者の床面の比高差は1l cmあ り、掘 り下げの段階で容易に識別はついた。しかし

覆土が同一でしかも境界付近が軟弱であったため、第 6号住居址の貼床の可能性も考え新旧関係

の判別がなかなかつかず、結局、貼床の有無を確認できないままに本址を新とした。

住居址の一部が検出されただけであったためプランの全容を把握することはできないが、検出

された壁より推察して隅丸方形の平面形態を有するものと思われる。主軸方向は第 6号住居址と

ほぼ同様、N¨ 45° ―Eである。

壁はほぼ垂直に掘 り込まれており、締って堅級である。壁高は唯一検出面から掘 り込まれてい

る北壁が51 cmと 深く、第 6号住居址床面を掘 り込む西側が1l cmを測る。

床面は水平、平坦で、よく踏み固められ堅級である。中央付近にビットがみられるが、かなり

大形のものであり、柱穴か貯蔵穴か判断に至らなかった。周溝は幅があまりなく、また深さも 3

cmと 浅いものであるが、かなり均一に造られており、おそらく全周するものであろう。

カマ ドは北東壁南寄 りに壁を僅かに掘 り込んで構築された石組み粘土カマ ドである。調査区の

壁沿いにかろうじて検出され、また崩壊もかなり進んでいるところから存在のみ把握されたにす

ぎないが、若干の焼土の堆積はみられた。

土器 本址より土師器の甕、須恵器の不が検出された。甕(1)はハケメ調整されている。不はい

ずれもロクロ痕、回転糸の痕が認められる。

本t」Lの所属期は、出土遺物の様相より和手Ⅲ期に相当する。

o            10cm

第15図  第 6号住居址出土土器

土器観察表

番号 種 別 器種
寸 法 (cm) 色   調

成 形 ・ 調 整 の 特 徴 備 考
口径 底 径 器高 タト面 内面

土 師 ナ不 17.8 5。 2 暗褐 里
〔

ロクロナデ 回転糸切 り 内面黒色処理 完形品
12.0

明褐 回転糸切 り

茶褐 内面 ガ キ

須恵 蓋 16.0 暗灰 暗灰 ク   天丼部回転ヘラケズリ
13.0

ナ不 3.0 灰 白 灰 白
十亜 暗灰 外面に自然釉
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第 8号住居址

遺構 調査区の北側に位置し、 3、 4グ リッドに存在する。折 りしもここには 4住居址が重複

しており、しかも明瞭な漸 り合いをしていないため、覆土の暗褐色土中では各住居プランを追 う

ことが極めて難しく、そのため各住居址の確認が最も遅くなってしまった。第 8号住居址は 4軒

の最も南端にあり、当初は調査区東壁沿いに僅かな落ち込みをみせるだけであった。そこで東壁

を道路幅ぎりぎりまで拡張し掘 り下げた。第 9号住居址とは床面同レベルで重複しているが、 9

号住は出土遺物から弥生時代に比定されるため、ちょうど境に存在する礫群および焼土は本址の

カマドが崩壊したものと断定された。また第10号住居址および第11号住居址は本址を掘 り込みで

漸っているため、 3者の中では本址が最も古いものであることがわかった。

遺構の一部だけが検出されたため住居址のプランは把握できないが、遺存する南西壁から推察

して隅丸方形プランを有するものと思われる。

壁は南壁と西壁の一部が検出されたが、共に軟弱でしっかりしていない。壁高は南壁で20 cm、

西壁で22 cmを 測る。

床面は耕作等によりかなり荒れており、凹凸が著しい。南西隅に橘鉢状のビットがみられるが、

これは住居址に付随するというよりむしろ後世の掘 り込みによるものと思われる。床面上には数

個の礫が散在しており、西壁沿いにあったと考えられるカマ ドの礫がかなりの範囲で崩壊してい

ることを示している。またこれらの礫に混じってかなりの量の焼土も散逸していた。

土器 本址より土師器の不、甕、甑が検出された。不は高台をもつもの (1、 2、 3)と 、無

高台のもの (4～ 8)の 2形態が存在する。内外面ともロクロ痕が認められ、底部は回転糸切 り

による。甕(9)は底部を欠く以外はほぼ完形で出土した。内外面とも丁寧なヘラナデによって調整

されており、口縁部内面にはハケメ調整痕も認められる。甑00は輪づみ成形後、ナデ調整されて

いる。内外面とも輪づみ痕が顕著で、凹凸が激しい。胴部外面にはススの付着が認められる。

本址の所属時期は、出土遺物の様相より和手Ⅳ期に相当する。

10 cm

第16図  第 7号住居址出土土器

土器観察表

番号 種 別 器種
寸 法 (cm) 色   調

成 形 ・ 調 整 の 特 徴 備 考
口径 底 径 器 高 外 面 内面

土 師 甕 13.6 明褐 茶褐 外面イヽケメ

須恵 外 13.4 3.7 暗灰 暗灰 ロクロナデ

灰 白 灰 白 回転糸切 り

6.0
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第 9号住居址

遺構 本址は調査区北側の 3、 4グ リッドに位置し、第 8号住居址および第10号住居址と重複

している。 8号住とは床面が同レベルであるが、壁が明確にくい違 うため別住居と容易に区別さ

れ、僅少ではあるが出土遺物から4軒では唯一の弥生時代に比定された。南壁および西壁の一部

が遺存しているのみで、最も保存状態の悪い住居址であった。

プランはやや不整な隅丸方形を呈し、N‐ 60°‐Eか N‐ 30° ‐Wの方向を指す。

壁はほぼ垂直に掘 り込まれているが浅 く、南壁で 4 cm、 西壁で 9 cmを測るにすぎない。また

北側で掘 り込まれている10号址の床面とは 9 cmの比高差を有している。

床面はよく踏み込まれている堅級な平坦面で、同レベ/L/で も8号住の床面とはやや性質を異に

している。床面からは炉、周溝等の施設が何も確認されなかった。

土器 本址より甕、壷が検出され、これらは弥生時代後期、中島式に比定される。

1は、床面直上よりつぶれた状態で出土した甕である。ほぼ完形を呈し、口径18.6cm、 器高26。 7

cmを計る。頸部には二段の波状文が施文されており、その下に斜行短線文が断続的に器面を一周

してtヽ る。そして、その下、すなわち胴部上半には条線が施されている。口唇部には細かな刻み

が施されている。外面の口縁下から胴部にかけて黒色炭化物の付着が認められる。

2は、甕の胴部上半である。頸部には斜行短線文の文様帯と波状文が交互に、二段に施文され

ており、波状文は右回りに施文されている。焼成は大変良く、内面はヘラミガキされている。

3、 4は壷で、 3は 口縁部、 4は胴部である。 3は 口縁部が立ち上がる形態を示し、短線文の

施文が認められる。4は小型の壷で、胴部の最大径は11。 Ocmを計る。外面はヘラナデによって調

整されており、内面にはヘラケズリ痕が認められる。

5、 6、 7は底部であり、5はやや大型で底部10.4cmを計る。 7は甕、もしくは壷の底部で、

内面はハケメ調整されている。底部はわずかに上げ底になっている。

8～ 13は同一個体の甕である。口縁部はやや立ち上がる形態を示す。口唇部に細かな刻みが施

されており、日縁部先端は一列に斜行短線文が施文されている。頸部には簾状文が施文されてお

り、胴部上半は斜行短線文が何列にもわたって施文されている。焼成は大変良く、胎土には雲母

を多く含む。

14～ 22は斜行短線文が施文されている甕の口縁部から胴部の拓影である。18は簾状文、21は条

線、22は波状文も認められる。

23～ 26は、波状文が施文されている甕の拓影である。23は 口唇部にも波状文の施文が認められ

る。

-23-



3

0            10 cm

第18図  第 8号住居址出土土器

土器観察表

番号 種 別 器種
寸 法 (cm) 色 調

成 形 0調 整 の 特 徴 備 考
口径 底径 器高 外面 内面

土 師 邦 13.6 明褐 明褐 ロクロナデ 回転糸切り
12.7 暗茶褐 暗茶褐

7.2 明褐 明褐

12.0 内面にスス付着
12.8 茶褐 茶褐

明褐 明褐

茶褐 内面にスス付着

甕 23.7 暗褐 ヘラナデ ロ縁部内面ハケ調整 外面にスス付着
甑 20.6 17.4 29.5 暗褐 口縁部横ナデ 外面底部付近ヘラケズリ(?)
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第19図 第 9号住居址出土土器(1)

土器観察表

／
１
＼

番号 器種
寸 法 (cm)

文 様 構 成 要 素 胎 土 内面調整 備 考
口径 底径 器高

甕 18.6 波状文 斜行短線文 条線 ナ デ 口唇部に刻み 頸部外面に炭化物
23.6 長石 ガ キ

士笠 18。
′
0 短糸文 雲母 ナ デ

長石 小石 ナデ ケズリ

甕 10.4 ナ デ 内面摩耗激しい

5。 2 ハケメ調整
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第20図  第 9号住居址出土土器(2)

Cm

土器観察表

番  号 器 種 部  位 文 様 構 成 要 素 胎 土 内面調整 備 考

甕 口縁 斜行短線文 簾状文 雲母 ナ デ 口唇部に刻み
ク    8と 同一個体

頸～胴 ″   簾状文

口縁

雲母 石英

頸 簾状文 外面に炭化物
砂 粒 ハケ調整

20 石英 長石 ナ デ

ク   条線 砂 粒 内面摩耗激しい

頸 ″   波状文 長 石

口縁 波状文 (口唇部にも)

頸 ミガキ

長石 ナ デ
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第 10号住居址

遺構 本址は調査区北側の
12、
 3グ リッドに位置し、第 9号住居址および第11号住居址と重複

している。前者を掘 り込み漸っているが、後者については貼 り床で被われている。平面図では貼

り床を景Jいだ状態で示されている。

プランは隅丸方形の平面形態を有し、主軸方向は N‐Sを指す。規模は南北で282 cmを 測るにす

ぎず、おそらく調査区では最も小形に属するものと思われる。

壁は検出された各辺とも検出面からの掘 り込みではなく、隣接住居址床面からの掘 り込みしか

遺存されていない。このため正確な壁高を確認することはできないが、現存高では東壁 3 cm、 南

＼
‐

第21図 第10号住居址出土土器

土器観察表

番 号 種 別 器種
寸 法 (cm) 色   調

成 形 ・ 調 整 の 特 徴 備 考
口径 底 径 器高 外面 内面

土 師 不 14。 0 暗褐 暗褐 ロクロナデ 回転糸切 り 内面 ミガキ
13.6 茶褐 黒 ク   内面黒色処理
13。 0

明褐

墨書

小型黎 茶褐 内面ロクロ痕

甕 茶褐 口縁部横ナデ 胴部外面ハケメ ロ縁部内面カキメ

20。 6 暗茶褐
明褐 明褐 底部および底部付近ヘラケズリ 内面ロクロ痕

灰釉 皿 17.0 灰 白 灰 白 ロクロナデ
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壁 9 cm、 北壁12 cmを測る。ほぼ垂直に掘 り込まれており良好な面を残している。

床面はよく踏み固められており堅級である。ピットは床面上に計 6基検出されたが、いずれも

主柱穴と断定できないものであった。床面北西部に多量の焼土と礫群が確認され、カマ ドの崩壊

を物語っている。位置的におそらく第11号住居址のカマ ドと推察される。

カマ ドは北壁中央に壁をやや掘 り込んで構築された粘土カマ ドである。袖部を失ってはいるが

多量の焼土の堆積がみられた。

土器 本址より土師器の杯、小型甕、甕、灰釉の皿が検出された。不はいずれも内面にはミガ

キが施されており、(1)以 外は黒色処理されている。(5)は墨書が体部外面と底部に認められるが判

読はできない。小型甕(6)は底部のみであるが、胴部外面には回転を用いたカキメをもつであろう。

甕(η、18)は胴部外面にハケメ、口縁部内面にはカキメが認められん。甕(9)は内部にロクロ痕が認

められ、外部底部付近はヘラケズリによって整形されて、いる。灰釉陶器としては皿00が 1点検出

されたのみである。

本址の所属時期は、出土遺物の様相より和手Ⅲ期に相当する。

第 11号住居址

遺構 調査区北側の 2、 3グ リッドに位置し、第 8号住居址および第10号住居址と重複してい

る。共に出土遺物から平安時代に比定されるが、本址は前者を漸 り、また後者に対しては貼 り床

で被っている。床面がかなり荒れており、また南壁が検出できなかったため、プランが最後まで

把握できず、結局、調査区の中では住居址の確認が最も遅 くなった。

住居址の東側および西側の壁が検出されなかったため、プランは把握できないが、残存する北

壁と南壁から測定される規模は南北477mを 測 り、これは今回、検出された住居址の中では最大級

である。

壁は北壁が検出面からの掘 り込みで壁高17 cmを測るが、南壁は 8号住床面からの掘 り込みが

遺存しているのみで壁高は12 cmを測るにすぎない。南壁はかなり軟弱で検出にも労を用した。

床面はよく踏み固められ堅級であるが、凹凸が著しく南側へ傾斜している。また10号住との重

複部分には貼 り床が施されており、一部残存していた。重複部分も含め床面上には数基のビット

がみられるが、いずれも主柱穴と認められるものではなかった。

カマ ドは明確ではないが、10号住北西隅に散在する礫群と焼土が該当すると思われる。

土器 本址の出土遺物は大変少なく須恵器の杯が 1点図示できたのみである。口径11.8cm、 底

径7.Ocmを計る。底部および外面底部付近に回転ヘラケズリ痕が認められる。

0               10Cm

第22図 第11号住居址出土土器
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鉄器・石器 当遺跡より少量ではあるが鉄器、石器が出土した。紡錘車(1)は第 4号住居址より

ほぼ完形で出土した。重さ67g、 15.5cm、 円板部の直径5.8cmを計る。鉄鏃(動 は第 3住居址の履

土中より検出された。混入品とおもわれる。茎の先端部を欠く以外はほぼ完形である。重さ20gを

計る。砥石(0は第 6号住居址より検出された。先端部以外はいずれの面も使用痕が認められ、 5
面の使用面をもつ。中粒砂岩製で重さ57gを計る。

画
　
卜
陶
第23図 鉄器、石器

3                 0Cm

第 2表 住居址一覧表

住居 グリット 規 模 平面形 主軸方向 壁 高 炉・カマド 位 置 床面 周濤 切合い関係 時期

26、  27 300× 273 隅丸方形 N-75°一E 20,20,20,20 粘土カマド 東壁中央 ナ シ 平安前

9、  10 303× 一一 (隅丸方形) 14,一。20.11 ナ シ 弥生後

453× 一一 (隅丸方形) N-159刊 一,21,29,40 西、北

415× 355 隅丸方形 N―S 34,41,44,43 石組粘土カマド 東壁南寄 (全周) 平安前

16、 17 一一×一一 (隅丸方形) ―,38,44,一 (一部アリ)

17、 18 400× 一一 (隅丸方形) N-45°一E 一,36,45,25 石組粘土カマド北東壁中央 (全周) →7H

18、 19 一―×一一 (隅丸方形) N-45°一E 一,OD,一 ,51 石組粘土カマド北東壁南寄 (全周) ←6H

3、  4 ―一×一一 (隅丸方形) 一,20,22,一 石組粘土カマド 西壁北寄 ナ シ ←9H→ 10H、 1lH

3、  4 ―一×一一 一,29,14,一 ナ シ →.8H、  10H 弥生後

2、  3 282× 一一 隅丸方形 N―S 3,一 ,9,12 粘土カマド 北壁中央 ナ シ ←8H、 9H→ 1l H 平安前

2、  3 477× 一― ~,~。 ~。 16 石組粘土カマド 西壁中央 貼り床 ナ シ 8H、 9H、 10H→
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第 2節 方形周溝墓

第 1号方形周溝墓

調査区の南側は立木の根株や耕作等により地層が撹乱しており、遺構検出面にあたるローム

面もかなり荒れている。助簾による遺構検出作業の段階においてロ゙ーム面に多くの暗褐色土の落

ち込みがみられたが、そのほとんどは上記のような撹乱に起因するものであった。しかしそれら

の中の数ケ所は溝状に把えることができ、調査区内から弥生時代に比定される住居址も確認され

ているところから方形周溝墓の可能性も考えられた。 トレンチ発掘により全容を追 うことができ

ないため道路幅ぎりぎりまで拡張し、検出を行なったとヽころ、方形周溝墓 2基分の溝を確認する

ことができ、北側からそれぞれ 1号、 2号 とした。

第 1号方形周濤墓は第 1号住居址の南隣りに接しており、拡張により東側半分が検出された。

また主体部の一部もトレンチ内に検出されたため、隣接地の地権者の御好意により主体部の部分

だけ拡張し全容を露呈することができた。

検出された溝から推察すると平面形は各辺がやや外側に張 り
‐
丸みをおびた隅丸方形を呈してお

り、南北8.8mの 規模を有する。方向は N‐ 25° ‐Eを示している。溝に囲まれた内側区域は平坦で、

封土は確認できなかった。

北溝は幅40～84 cmで 、検出面からの深さは28 cmで ある。断面タライ状を呈し、底面はほぼ平

坦である。東溝は幅84～ 106 cmで、検出面からの深さは18～ 13 cmを測る。掘 り込みはほぼ垂直

で底面は平坦である。断面を切った箇所にある窪みは後世の掘 り込みと考えられる。南溝は僅か

に検出されたのみであるが、幅72 cm、 深さは 7～ 15 cmと 他より若干浅 く、掘 り込みもやや橘鉢

状を呈する。

主体部は東溝から2.20m内 側に 1基検出された。主軸方向は N¨ 57° ‐Wを指し、周溝 とはやや方

向を異にしている。土墳は長軸242 cm、 短軸120 cmの隅丸長方形を呈し、検出面からの深さは31

cmを測る。覆土は 3層 に細分され整然と堆積しているが、西半部は撹乱が入 り、現在の炭が堆積

している。底面は平坦で非常に堅級である。

出土遺物は若干あったが、該期にあたるものはなく流れ込みと思われる。

第 2号方形周溝墓

調査区の最南端に位置し、北側には第 1号方形周溝墓が存在する。溝の検出が断片的であるた

め全容が把えにくく、加えて主体部が発見されなかったため、不明確な部分が多い。

検出された溝から推察される規模は 1号 より逢かに大きく、方向も N‐ 18°‐Eと やや異にする。西

側中央に陸橋部を配し、幅は2。 6m前後と考えられる。溝に囲まれた内側区域は平坦で、封土はや

はり確認できなかった。
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I:暗褐色土 (黒土のブロックを含む)

Ⅱ :茶褐色土

Ⅲ :明茶褐色土

1号住居址

ヽ __‐
才

´/

2m

第2図 第 1号方形周溝墓
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周溝は北海 と西溝の一部が検出されている。北溝は幅68～ 114 cmで 、検出面からの深 さは10

Cmである。掘 り込みは傾斜を示 し、底面はほぼ平坦である。西溝は陸橋部より南側が検出され、

幅48～ 94 cm、 検出面からの深さは23cmを測る。掘 り込み面は軟弱で、断面もやや橘鉢状を呈す

る。

本遺構に伴 う出土遺物はなかった。

第25図 第 2号方形周溝墓

2m
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第 3節 ピット・遺構外出土遺物

ピット内出土土器

壷 1は、第 5号住居址の南側に位置する P2よ り出土した。口縁部と底部を欠 く。頸部には簾状

文、胴部上半には 2段に波状文が施されている。波状文の施文はやや粗雑である。最大胴径は21.0

cmを計る。胴部外面にはススの付着が認められる。内外面ともナデ調整されており、胎土には砂

粒、長石を含む。弥生時代後期・中島式に比定される。

高杯 2は、P2の南約 lmに位置するP3よ り出土した。底径9。 Ocmを計る。外面および外部内

面は赤く塗ってあり、ヘラミガキが施されている。外部と脚部の境に一段の凸帯を有し、特異な

形態を示す。類似の出土例は僅少である。胎土には長石、雲母を含む。

遺構外出土弥生土器

今回の調査で少量ではあるが遺構外より弥生時代に属する土器が出土した。

l～ 11は第 4号住居址の履土中より検出された。いずれも甕の破片である。 3は両面に施文が

認められる。外面は口縁部先端に沈線が施文されており、内面には波状文が施文されている。 4

は口唇部に刺突が施されている。 6、 7、 8はいずれも波状文の下に斜行短線文が施文されてい

る。

12は第 6号住居址の覆土中より出土した。内外面とも波状文が施されている。

遺́構外出土弥生石器

弥生時代に属する石器として磨製石鏃が1点、第6号住居址の覆土中より出土した。先端部を

一部欠き、長さ2。 7cm、 幅1。 8cm、 厚さ1。 5mmを計る。中央には一孔の貫通孔が両側から穿た

れている。石材はホルンヘルスで、全体に研磨が施されている。

10 cm

第26図  ピット内出土土器
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第27図 遺構外出土弥生土器、石器
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土器観察表

番  号 器 種 部 位 文 様 構 成 要 素 胎 土 内面調整 備 考

甕 口縁 波状文 長 石 ナ デ 第 4号住居址出土

斜行短線文 小 石

沈線 内面波状文 雲母

斜行短線文(?)口 唇部刺突

頸 波状文 長石 雲母
ク  斜行短線文 小石

石英

口縁

頸 簾状文   ″

直線文
波状文

口縁 ク (内外面)
ク 雲母
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第V章 まとめ

和手遺跡は、塩尻市広丘高出の田川左岸段丘上に展開する高出遺跡群に属し、その南端付近に

位置する。田川からは150m西方であり、瓦塔の出土した大門汐留からは500m北にあたる場所に

あり、こうした自然的、歴史的環境は本遺跡の性格を考えるうえで重要な要素となろう。

和手遺跡の調査は、
'今

回の市道新設改良工事に伴 う事前調査に併行して塩尻バイパス建設用地

内での発掘調査も実施され、東西100m、 南北150mに わたる範囲の様相が明らかにされた。遺跡

の北半にあたると推定される市道新設用地内では、弥生時代後期住居址 3、 方形周溝墓 2t平安

時代住居址 8が検出され、南半地域と考えられるバイパス用地内では、方形周溝墓 1、 古墳～奈

良時代住居址13、 平安時代初頭 8、 平安時代中期 2、 建物址 3、 溝址 1な どが検出された。

こうした遺構の検出状況から遺跡の成 り立ちを考えると次のようになろう。

弥生時代後期の住居群は遺跡の北半に集中しており、この住居群の南に隣接して方形周溝墓が

位置している。この時期の生産域は、段丘下の田川流域に想定される。市内では近時、弥生時代

の集落址の調査が増加しているが、上木戸、向陽台、田川端、中挟そして本遺跡といずれも住居

群と方形周濤墓とがセットをなして検出され、田川流域に展開した該当集落の大きな特徴となっ

ている。

古墳～奈良時代にかけては、中心をより南に移す。住居軒数も多く、本遺跡繁栄の最初のピー

クを示す。古墳・奈良時代の集落は、平出、中挟、久能井、竜神平が知られる程度で類例に乏し

く、今回検出された資料は、この時代を考えるうえで貴重なものとなろう。

平安時代初頭になると、再び北側 (市道部分)にも住居が構築されだし、居住域は広範囲とな

る。住居軒数も多 く、この時期がこの遺跡の最も栄えた時期といえる。続 く平安時代中期にはバ

イパス、市道分で 3軒の住居が確認されたのみで、衰退期といえる。この時代には、東山道が松

本国府に向かって田川流域を縦貫していたといわれ、一説には大門瓦塔出土地点付近を通過し、

松本市村井付近とされる覚志駅を介し国府に至っていたという:そ の当否はともかくとして、田

川対岸には五日市場の遺跡もあり、当時の重要な地域であったことに間違いはない。和手遺跡に

おける平安時代の資料は、当地域の古代文化を考えるうえで不可欠な重要資料となろう。

以上のように、和手遺跡は古墳～平安時代を中心として栄えた集落で、田川流域の古代文化を

解明するための基礎となるものと思 う。
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和手遺跡発掘前全景 (北側から)

調査区全景 (南側から)
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調査区南側 (北側から)

調査区北側 (南側から)



第 1号住居址

第 1号住居址カマ ド

第 1号住居址遺物出土状態
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第 2号住居址

第 3号住居址
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第 5号住居址

第 6、 7号住居址
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第 8、 9、 10、 11号住居址

第 9号住居址遺物出土状態



図

版

第 1号方形周溝墓
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第 2号方形周溝墓
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第 1号住居址出土遺物

第 4号住居址出土遺物
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1. 第 6号住居址出土遺物

2～ 4.第 8号住居址出土遺物

5。  第 9号住居址出土遺物
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14

1。 第 3号住居址覆土内出土鉄鏃

2.第 6号住居址覆土内出土磨製石鏃

3.遺構外出土弥生時代高不脚部

4.遺構外出土弥生時代壺
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